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　ＩＬＯ事務局長が2007年の総会で提案した考え方。人間が住み続けられる環境を実現するための仕事と雇
用のことです。生物多様性の維持と回復、エネルギー・資源の消費削減、CO2の排出削減、公害の発生回
避などに役立つ仕事を増やし、雇用の拡大にもつなけけようという発想です。大震災からの復興事業にも生
かすことが求められます。

今月のキーワード今月のキーワード
グリーンジョブ

　災害直後に地方自治体が行う応急的な援助に対し、国が援助することを定めた法律。1946年の南海道地震
の翌年に制定されました。救助や復旧に関する費用を、国が一定の割合（50％～90％）で負担します。今回
の東日本大震災では、被災した地域の自治体のほか、被災者を受け入れた自治体も適用の対象になります。

今月のキーワード今月のキーワード

災害救助法

ボランティアで支援にかけつけた大阪自治労連の仲間

　自治労連は、東日本大震災で多くの住民と市職員が犠牲となり、自治体
機能の回復が十分でない岩手県陸前高田市に被災地支援センターを設置し
ました。大阪自治労連からも４月からボランティア派遣をよびかけ、各単
組から多くの仲間が参加しています。自治体の業務でも給水やメンタルヘ
ルスケア、医療など職場から、多くの仲間が支援にかけつけています。

被災者へ、命と生活の水
を送る吹田市水道職員

給水とライフライ
ンの復旧へ奮闘す
る松原市水道職員

住民の安全まもる
人員体制を

夏季・一時金闘争へGO!

　大阪自治労連はこの５月、「住民の安全をまもる
人員体制を！」「市民のために安心して働ける賃金
・労働条件を」を要求にかかげ、夏季・一時金闘争
を闘います。府下自治体では職員が大幅に減らさ
れ、長時間労働で健康破壊も深刻です。さらに政府
は「震災対策の財源確保」と称して国家公務員の賃
金を一方的に削減する方針を打ち出し、地方公務員
への影響も懸念されています。東日本大震災の教訓
をふまえ、住民の安全に責任のもてる職場を確立す
るために、人員増、超過勤務の縮減、一時金の改善
へ起ち上がりましょう。

　東大阪市では職員のボランティア休暇が東日本大
震災の被災者支援について特例措置が設けられ、現
行の５日間を７日間にする規則が施行されました。
東大阪市職労が震災の発生後、速やかにボランティ
ア休暇の日数上限の引き上げを要求したことに応え
たものです。
　特例の有効期限は2011年５月１日から12月31日ま
で。東日本大震災で災害救助法の適用を受けた市町
村（東京都内を除く）と、震災の被災者を受け入れ
ている市町村への支援が対象です。

ボランティア休暇が特例で７日間に拡大
 （東大阪市職労）

　４月の市長選挙で新しく泉佐野市長に就任した千
代松氏は、記者会見で「職員の給料２割削減を労働
組合との合意が得られなくても議会に提案する」と
表明しました。市職労は「職員との信頼関係を投げ
捨てるもの」と厳しく批判。「これまで36ヶ月昇給
延伸に相当する改悪で職員は生活設計の変更を余儀
なくされてきた。財政危機の原因は職員の給与では
なく国・府による大型開発にある。市長、議会、職
員のオール泉佐野で国の責任を問うてきた経過を尊
重すべきだ」と指摘し、賃金は労使合意で決定する
ことを求めています。

市長が
「組合との合意なくても職員給与を２割削減」と表明
「賃金は労使合意で決めよ」と市職労が厳しく抗議
 （泉佐野市職労）

「役に立てて よかった」
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